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令和６年第１回定例会で56の議案を可決！
２月29日から３月25日までの26日間にわ

たり開催された今定例会では、予算関係15件、
条例関係17件、その他17件の議案が上程され
ました。
また、最終日には市長より追加議案として、

条例関係２件、人事案件２件、さらに議会より、
議員提出議案３件、議員派遣１件が上程されま
した。
市長提案理由では、市制100周年に向け、別

府市誌の発行などの記念事業のほか、新湯治・

ウェルネスの推進、こども政策の推進及び観光
振興・経済対策に関する説明があり、関連議案
については、予算決算特別委員会等で活発な議
論が行われました。
採決においては、４件の議案について一部議

員から反対する旨の意思表示があり、そのうち
議員提出議案１件が否決されました。その他の
議案については、すべて原案のとおり可決等す
べきものと決定しました。

〜 主な議案の概要〜

市制100周年記念事業･････････････････････････････････････････ ３億5,670万円

市制 100周年を市民総参加で祝い、次の 100年に向けて飛翔を目指します。

移住定住促進事業･････････････････････････････････････････････････ 3,672万円

バス・タクシー運転手、介護職等を対象に、別府市への移住や就職を支援します。

子どもの未来創造事業･･････････････････････････････････････････････ 3,143万円

子ども見守りシステムのデータを分析することで、子どもへの支援に繋げていきます。

幼稚園施設整備事業･････････････････････････････････････････････････ 945万円

就学前教育・保育ビジョンに基づき、朝日幼稚園改修の実施設計を行います。

南部振興事業･････････････････････････････････････････････････ １億9,022万円

南部のまちづくり支援として、楠銀天街のアーケード撤去や道路整備を行います。

交通空白地域対策事業･････････････････････････････････････････････ 5,445万円

市民や観光客の移動手段確保のため、ライドシェアを導入します。

体育施設整備事業･････････････････････････････････････････････ ２億3,734万円

利便性向上のため、実相寺サッカー場夜間照明のほか６体育施設の改修を行います。

●当初予算における重点事業 ※表中の金額は、１万円未満の額を切り捨てて表示しています。

3べっぷ市議会だより　No.171

第1回定例会における議案等の審議結果など

賛否の分かれた議案等賛否一覧表

議案等番号 件　　　　　名 議決結果

議第１号 令和５年度別府市一般会計補正予算（第12号）

原案可決 
（全会一致）

議第２号 令和５年度別府市国民健康保険事業特別会計補正予算
（第３号）

議第３号 令和５年度別府市競輪事業特別会計補正予算（第４号）

議第４号 令和５年度別府市介護保険事業特別会計補正予算（第
４号）

議第５号 令和５年度別府市水道事業会計補正予算（第１号）

議第６号 令和５年度別府市公共下水道事業会計補正予算
（第１号）

議第７号 令和６年度別府市一般会計予算

議第８号 令和６年度別府市国民健康保険事業特別会計予算 原案可決 
（賛成多数）

議第９号 令和６年度別府市公共用地先行取得事業特別会計予算 原案可決 
（全会一致）議第10号 令和６年度別府市地方卸売市場事業特別会計予算

議第11号 令和６年度別府市介護保険事業特別会計予算 原案可決 
（賛成多数）

議第12号 令和６年度別府市後期高齢者医療特別会計予算

原案可決 
（全会一致）

議第13号 令和６年度別府市水道事業会計予算

議第14号 令和６年度別府市公共下水道事業会計予算

議第15号 令和６年度別府市競輪事業会計予算

議第16号 別府市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改
正について

議第17号 市長専決処分条例の一部改正について

議第18号 別府市監査委員に関する条例の一部改正について

議第19号 別府市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する
条例等の一部改正について

議第20号 別府市新型コロナウイルス感染症対策おもいやり基金
条例の廃止について

議第21号 別府市手数料条例の一部改正について

議第22号 別府市奨学金に関する条例の一部改正について

議第23号 別府市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部改正について

議第24号
別府市ひとり親家庭の医療費の助成に関する条例及び
別府市営住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正
について

議第25号 別府市長寿祝金条例の一部改正について

議第26号 別府市介護保険条例の一部改正について 原案可決 
（賛成多数）

議第27号
別府市指定地域密着型サービスの事業に係る申請者の
要件並びに人員、設備及び運営に関する基準等を定め
る条例等の一部改正について 原案可決 

（全会一致）
議第28号 別府市道路占用料徴収条例等の一部改正について

議案等番号 件　　　　　名 議決結果

議第29号 別府市風致地区内における建築等の規制に関する条例
の一部改正について

原案可決 
（全会一致）

議第30号 別府市営店舗の設置及び管理に関する条例の一部改正
について

議第31号 別府市空家等対策条例の一部改正について

議第32号 別府市下水道条例の一部改正について

議第33号 訴えの提起について

議第34号 訴えの提起について

議第35号 指定管理者の指定期間の延長について

議第36号 指定管理者の指定期間の延長について

議第37号 市有地の貸付けについて

議第38号 市有地の貸付けについて

議第39号 市有地の貸付けについて

議第40号 市有地の貸付けについて

議第41号 市有地の貸付けについて

議第42号 市有地の貸付けについて

議第43号 公の施設を他の普通地方公共団体の住民の利用に供す
ることに関する協議について

議第44号 他の普通地方公共団体の公の施設を本市の住民の利用
に供させることに関する協議について

議第45号 字の区域及びその名称の変更について

議第46号 市道路線の認定及び廃止について

議第47号 市長専決処分について

承認 
（全会一致）議第48号 市長専決処分について

議第49号 市長専決処分について

議第50号 別府市消防団員等公務災害補償条例の一部改正につい
て 原案可決 

（全会一致）議第51号 別府市税条例の一部改正について

議第52号 人権擁護委員の推薦につき議会の意見を求めることについて 同意 
（全会一致）議第53号 人権擁護委員の推薦につき議会の意見を求めることについて

議員提出 
議案第１号

別府市議会委員会条例及び別府市議会の個人情報の保
護に関する条例の一部改正について 原案可決 

（全会一致）議員提出 
議案第２号

若者のオーバードーズ（薬物の過剰摂取）防止対策の強化を求める意
見書

議員提出 
議案第３号

地方自治体における請負契約に関する法律改正と法解
釈の拡大を了とする通達を求める意見書

否決 
（賛成少数）

議員派遣の件
原案可決

（全会一致）

議案 
番号 件　名 議決 

結果
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議第８号 令和６年度別府市国民健康保険事業特別
会計予算

原 案 可 決 
（賛成多数） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

議第11号 令和６年度別府市介護保険事業特別会計
予算

原 案 可 決 
（賛成多数） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

議第26号 別府市介護保険条例の一部改正について 原 案 可 決 
（賛成多数） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

議員提出
議案第３号

地方自治体における請負契約に関する法律改正と法解釈
の拡大を了とする通達を求める意見書

否決
（賛成少数） × × × × × × × × × × × × × × × × × × 〇 × 〇 〇 〇 〇

議案賛成者は「○」、反対者は「×」、退席者は「－」、欠席者は「欠」、議長は「／」（採決に加わらない為）、法律により採決に加われない議案は「除」

（可決された意見書を HP にて、掲載しています）
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議第８号 令和６年度別府市国民健康保険事業特別
会計予算

原 案 可 決 
（賛成多数） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

議第11号 令和６年度別府市介護保険事業特別会計
予算

原 案 可 決 
（賛成多数） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

議第26号 別府市介護保険条例の一部改正について 原 案 可 決 
（賛成多数） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

議員提出
議案第３号

地方自治体における請負契約に関する法律改正と法解釈
の拡大を了とする通達を求める意見書

否決
（賛成少数） × × × × × × × × × × × × × × × × × × 〇 × 〇 〇 〇 〇

議案賛成者は「○」、反対者は「×」、退席者は「－」、欠席者は「欠」、議長は「／」（採決に加わらない為）、法律により採決に加われない議案は「除」

（可決された意見書を HP にて、掲載しています）
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今定例会の議案質疑では、執行部が提出した
令和５年度各会計補正予算や条例などの議案に
対し３名の議員が質疑を行いました。そのうち
主な議案質疑を掲載します。

議第１号　令和５年度別府市一般会計補正
予算（第12号）
【体育振興に要する経費の追加額について】

 全国大会出場校の児童生徒の応援交通費
補助金の趣旨は。

 市内の小中学校及び高等学校が全国大会に
出場する場合、その出場校のスポーツ部員以外
の児童生徒が応援のために大会開催地まで往復
する交通費を補助するものです。なお、児童生
徒が30人以上応援に行くこと、１往復につき
100万円の上限などの条件が設定されています。

 令和２年度から令和４年度の実績は。
 令和２年度が大会１件、補助件数１件、令和

３年度が大会16件、補助件数１件、令和４年
度が大会18件、補助件数１件となっています。

議第22号　別府市奨学金に関する条例の
一部改正について

 今回、条例を改正する経緯は。
 保育士不足を解消する目的で平成30年度

に免除規定を改正しましたが、現在は保育士に
限らず人手不足と言われており、奨学金の返還
を免除する職種を限定せず、若者に市内での就
労を促進する一助となればと考え条例を一部改
正することになりました。

会議での提案者の説明及び質疑が終了した
後、さらに検討するため、常任委員会等に議案
審査を付託しています。

●総務企画消防委員会
議第45号字の区域及びその名称の変更につ

いてでは、令和５年第４回定例会にて議決した
11町について字の区域及びその名称を変更す
るとの説明がありました。委員より、住居表示
の変更に関連する通知スケジュールや旧住所の
使用可能な期間について質疑がなされ、当局か
ら今年度、１月に実施した際は前年の11月に
対象地域の住民に通知しており、旧住所について
は、１年間郵便等で使用可能であるため、徐々に
変更手続きを行っていただきたいとの答弁があ
りました。

●観光建設水道委員会
堀田温泉・柴石温泉・浜田温泉・亀陽泉の４

施設をグループとして指定管理者を公募したと
ころ、応募がなかった経緯から、施設の休業等
を招かないように、現在の４施設の指定管理者
に引き続き管理を行わせようとするために、指
定期間を１年延長するものとの当局説明があり
ました。委員から、応募がなかった原因につい
て質疑があり、当局から、原価の高騰や人手不
足が大きな要因と分析しており、事業者が参入
しやすい環境を整えていきたい旨の答弁があり
ました。

●厚生環境教育委員会
第96回選抜高校野球大会に出場する明豊高

等学校の生徒の応援に要する交通費補助金を補
正計上することについて、委員から、競技によっ
ては交付要綱に規定する「学校の児童又は生徒
30人以上が応援に行く場合」という補助条件
を満たすことが難しいことから、体育振興のた
めにも要件を見直すよう要望がありました。こ
れに対し当局から、まずは全国大会出場校に対
して制度の周知を図るとともに、補助金に関す
るニーズ調査を行っていきたい旨の回答があり
ました。

（議案質疑の詳細は HP にて掲載しています。）
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１　予算全般・歳入について
主要な自主財源である市税は、観光客の回復

もあり、入湯税は増加見込みであるものの、国
の総合経済対策による個人市民税定額減税の影
響や固定資産税の評価替えなどにより、全体で
は、対前年度比マイナス 0.8％、約１億２千万
円の減収となる。令和６年度予算は、コロナ５
類移行後、初めての予算計上であるため、昨今
の物価高騰も踏まえ、常に事業の費用対効果を
勘案しながら予算執行を行うよう要望する。

また、いわゆる依存財源である地方交付税の
動向については、社会情勢の変化なども予測しな
がら、今後も引き続き注視をするよう要望する。

人件費については、退職年齢の引き上げや、
人口減少、職務の多様化等を踏まえた適正な人
員配置を行い、計画的な新規職員採用を行うよ
うお願いする。公債費については、令和６年度
の地方債残高が404億円と増加をしているが、
総合計画や公共施設マネジメントなどの各種計
画にはない「緊急的な支出」もあり得るため、
中長期的な視野をもって計画実施することが必
要であり、公債費の増加が、将来、市の財政運
営に与える影響を意識し、常に緊張感をもって
適切な管理を行っていただくよう要望する。

基金については、入湯税の超過課税分２億 
５百万円を別府市観光みらい創造基金へ、競輪
事業収入など２億円をべっぷ未来共創基金に積
立てる予定ではあるが、令和６年度は、それぞ
れ観光振興や温泉資源の保護、新図書館等建設
事業や市制100周年記念事業等の財源とするな
ど、基金全体で約38億円を取り崩し、繰り入
れを行っているため、基金の取り崩しにあたっ
ては、財政目標である財政調整用基金50億円
以上を確保し、長期に渡って持続可能な財政運
営に努めることを求める。

２　歳出について
歳出全般での委託等の事業者等の選定方法に

ついては、公平性・経済性・適正履行の確保に
努め、客観性のある選定及び選定の経過がわか
るような取組を要望する。個別事業では、不審
者・変質者の声かけ事例の報告を受け、小中学
校の通学路を中心に防犯カメラ 50台の設置を
計画した防犯・暴力絶滅対策に要する経費・見

守りカメラ設置委託料や、大分県域での指令業
務共同運用開始に伴う消防隊員の日常業務の軽
減及び大規模災害時における県内被害状況の迅
速な情報共有を可能とする消防指令業務共同運
用に要する経費関連事業に期待をする。また、
地域生活支援に要する経費のうち、ゆるスポー
ツ First take 事業・温泉効能トラッキング事業・
障がい者シェアアート事業、及びその他都市公
園整備に要する経費のうち、実相寺中央公園
インクルーシブ広場基本計画策定委託事業にお
いては、ともに生きる条例に定められた、障害
のある人もない人も、全ての人が社会の一員と
して幸せや喜びを享受できる別府市を目指す
大きな一歩であると評価する。障がいの有無に
かかわらず誰もが安心して安全に暮らすことが
できる共生社会の実現に向け、多くの市民の皆
さんが参加できるよう積極的な周知に努めるよ
う要望する。

また、介護人材確保・育成支援に要する経費
関連では、介護保険制度を維持していくために
は、介護人材の確保は急務であり、人件費の上
昇につながるよう、さらなる支援を要望するほ
か、若者を対象とした中高生の国際交流のため
の海外派遣事業や登校支援に要する経費などで
は、継続的な支援を望む意見のほか、スポーツ
振興関係において、ラグビー以外のスポーツ活
動への支援拡大を望む意見等が出された。

その他『議第15号令和６年度別府市競輪事業
会計予算』では、地方公営企業法を適用し、公
営企業会計へ移行することでの変更点や事業計
画に関することなどに対する質疑がなされた。

３　最後に
今後も持続可能な財政運営のため、経常収支

比率の改善、基金残高の増額を目指し、適正な
予算計上を行うことを求める。多様化する社会
への対応や頻発する大規模災害など、市政運営
は、今後ますます難しい局面を迎えることが予想
されるが、100年先を見据え、「議会」と「執行部」
が、互いの役割を自覚・尊重し、適度な距離を
保ちつつ議論することで、効果的な行政運営が
行われ、真の「公共の福祉」の実現、ひいては
市民一人ひとりの幸福につながるものと確信す
るものである。

予算審議と決算審査の循環性を確保するため、予算決算特別委員会を開催し、令和６年度の当
初予算について、慎重な審議を実施しました。主な内容は次のとおりです。

予算決算特別委員会予算決算特別委員会（令和６年度当初予算審議）
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 別府市内には多くのごみ集積場が存在す
るが、市民から清掃事務所に寄せられる環境
美化に関わる苦情等についてはどのようなも
のがあるか。

 苦情等の多くは、ごみの取り残しであり、
取り忘れ、警告ステッカーを貼付して置いて
いったごみやカラス被害について苦情や相談が
寄せられています。

 ごみ集積場におけるカラスなどの鳥獣被
害により、周辺の環境美化が損なわれ、市民
からご相談をいただく。ごみ集積場の管理は
住民の責任と認識しているが、カラス被害の
多いごみ集積場については、現地調査を行い、
鳥獣被害の軽減に資する対応を講じる必要が
あると考えるが。

 市民の責務として、ごみ集積場及びその周
辺を清潔にするよう努めなければならないこと
が条例で規定されています。また、集積場の維
持管理について、悪臭、害虫の発生等により
付近住民の生活環境を損なうことのないよう努
め、ごみの飛散及び鳥獣被害を防ぐ対策を講じ
ることも規定されています。収集時にごみが飛
散している場合は、ごみを収集するよう委託事
業者に指示をしています。

 カラス等の被害を防ぐ手段の１つとし
て、自治会がカラス除けネットを購入した際
に補助する別府市美しいまちづくり奨励事業
補助金があるが、補助件数及び補助金交付額
は。また、被害防止に効果が高いと言われて
いるボックス型のカラス除けネットは交付対
象になるのか。

 過去３年間の補助件数は、令和２年度は、
補助件数32件、補助金額99万9,700円、令和
３年度は、28件、74万3,700円、令和４年度
は18件、33万8,200円です。ボックス型のカ
ラス除けネットも助成対象となっています。

 最近、住宅街での空き家が目立つように
なってきた。その中には、ほとんど管理され
ておらず夏には雑草が伸び、蚊の棲家となっ
たり、軒下に大きな蜂の巣ができているもの
がある。周辺の居住者が大変な迷惑を被って
いるがどのような対策を行っているのか。

 定期的に適切な維持管理を行うよう通知し
ていますが、すぐには改善されていないのが現
状です。そのような中、適切な管理を怠ってい
る空き家に対して、税の優遇措置を解除するな
ど、空き家の管理強化や活用策を盛り込んだ改
正空家対策推進特措法が施行され、放置された
草木の管理不全空き家についても効果的な対策
や管理指導ができるようになりました。

 改正民法では、一定の条件の下、越境し
てきた樹木等を自らが切り取ることができる
ようになっている。行政が代行して草木等の
伐採等の維持管理を行い、所有者に対して費
用を請求することができないのか。越境の樹
木等により被害が発生した場合、損害賠償請
求ができるが、枯葉による樋の詰まり等では
責任の所在が難しいと聞いているが。

 適切な管理がされていない空き家等で、人
命に危害が及ぶ場合、または、他人の財産に大
きな損害を与えるような恐れがある場合は、必
要最小限の措置を取ることができるようになっ
ていますが、草木の伐採等の維持管理について
は、所有者の責務であり、公金で対応する以上、
案件ごとに慎重な対応が必要になると考えてい
ます。空き家の所有者には、法的な管理責任が
ありますので、今後とも適切な維持管理につい
て指導を行ってまいります。

「環境問題　別府市のごみ収集の現状」「環境問題　別府市のごみ収集の現状」
についてについて 「空き家等の問題」について「空き家等の問題」について

一般質問
Q A

自民新政会
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一般質問は、市の行政全般にわたり事務の執行状況や将来に
対する方針などを質問するものです。３月議会では16名の議員
が市当局の見解をただしました。主な内容は次のとおりです。
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 別府市内の療育機関の初診待ち期間が３
か月から６か月と長く、その間に親の心身は
とても衰弱する。また、未就学期の１か月は
特に大きく、重要である。課題解決に向け、
取り組むべきと思うがいかがか。

 受診までに時間がかかることについては、
大分県内全体の問題であり、課題等について、
大分県や関係機関と協議等を行っていきたいと
考えております。

 DV（DV とは、ドメスティック・バイ
オレンスの略語である。）被害者の方が避難
するにあたり、関係機関での様々な手続き
が必要になるが別府市のＤＶ被害者支援の
ワンストップ化手続きに関する取組につい
ては。

 行政手続きのワンストップ化については、
被害者の負担軽減につながり、重要だと考えて
います。別府市では、既に警察署へ相談に行
く際の同行支援及び市役所での申請について
は、担当課と連携をとりながら、被害者の方
がスムーズに手続きできるように支援を行っ
ています。希望があれば、申請時の関係課へ
の同行支援や加害者・知人との遭遇の危険が
ある場合は、会議室等に関係課職員が出向い
て、手続きができるように関係課と連携を取っ
て対応しています。

既に希望に応じて手続き対応を行なってい
るということで安心した。特別な支援や配慮
が必要な子どもの支援については、私の感覚
では、初診待ち期間が長い問題は、少なくて
も10年以上前から続いていると思う。今後
も需要が減ることは考えにくく、子どもの成
長は待ったなし。大分県や関連機関等と前進
に向けてしっかり協議をしていただきたい。

 土地・建物等の公有財産は、別府市の財
産であると同時に市民の財産でもあると考え
る。したがって、活用方針（利活用、処分等）
については話い合いを重ねた上で決めること
が重要だと思うが、別府市は話い合いを十分
にできているとは思えない。方針決定の場に
専門家や市民に参加してもらうことも必要だ
と考えるが、見解は。

 市民の関心が高く、地域に密着した案件の
場合は、公聴会を開催しています。旧朝日出張
所と旧浜脇中学校については、計６回ほど開催
しています。

 回数論ではないが、他市と比べると少な
いと感じる。公有財産については、徹底的な
話い合いを検討してほしい。また、公有財産
活用において民間の活力を活用し、公共サー
ビスを提供するという手法を推進している
が、本来の行政の目的（非営利）と民間の目
的（営利）では目的が合致しないと考える。
公有財産の活用における民間協力は、地域性
や地元経済等を考慮する必要があるため、慎
重になるべきだと考えるが見解は。

 民間の営利の稼ぐ力と公の市民サービス提
供という目的が異なるものを掛け合わせること
が PFI のメリットです。今後の活用については
総合的に判断することになると考えています。

 市内総生産と別府市の自主財源の根幹で
ある市税収入については、データから見ると
連動していない。これらから考えると、別府
市が唱えている経済成長と市民福祉への還元
の根拠が見出せないが、根拠と見解は。

 市税収入が、前年所得に対して課税される
仕組み等が要因と考えています。具体的指標は、
市民意識調査での満足度で表されると考えてい
ます。

「特別な支援や配慮が必要な子どもの「特別な支援や配慮が必要な子どもの
支援及びＤＶ」について支援及びＤＶ」について

「公民連携と経済「公民連携と経済　　～公有財産の在り方～～公有財産の在り方～」」
についてについて

創る未来の会

中
な か

村
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　　悟
さとる

 議員
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 朝日出張所跡地を跡地等利活用方針に
沿って、公募型プロポーザル方式で民間の事
業者を応募したが、その結果は。

 応募は１者ありましたが、審査会の選定の
基準点を満たさなかったため、優先交渉権者の
決定に至りませんでした。

 民間事業者にとって制約が多く、事業を
行う魅力がなかったのではないか。今後も利
活用方針に基づいて公募をするのか。

 地域住民の意向を伺っていることもあり、令
和６年度前半に再度公募したいと考えています。

 再度公募を予定しているようだが、事業
を行うには貸付対象面積が1,400㎡と狭く、
多くの制約もある。採算ベースに合わないと
思うが、計画の見直しを考えてはどうか。

 再公募を経ても事業者決定に至らず計画を
見直す際は、公共施設マネジメント推進会議に
諮り、方向性を協議したいと考えています。

 利活用方針を策定する際に住民説明会で
様々な要望が出ていたと思うが。

 跡地に設置してほしい施設として、コミュ
ニティーセンター、地産地消の朝市のほか駐車
場等のご意見をいただきました。

 鉄輪地域には駐車場が少ないため、訪れ
ていただいた観光客を全く収容しきれていな
い。最近は、国内外からの観光客はレンタカー
での移動が多く、駐車場事情の良し悪しが観
光客の引き留めに大きなウエイトを占めてい
る。利活用方針の中にも駐車場を望む声があ
り、要望にも応えることができ、活性化にも
つながる。観光案内所を併設した市営駐車場
を整備してはどうか。

 事業者の公募にあたっては、駐車場機能も
含めた募集を行っており、再公募の状況を見て
判断したいと考えています。

 昔は近所で遊ぶ子どもたちの姿が多かっ
た。最近は少子化の影響もあり、子どもたち
の遊ぶ姿を街中で見ることが少なくなった。
コロナ禍で子どもたちの体力に悪影響が出て
いるのではないか。

 児童生徒の体力合計点は平成30年度を最
高値に、ここ数年は２ポイントほど下回ってい
る状況です。

 最近は特にボールで遊べる場所がないと
感じる。学校施設を利用することはできないか。

 規則では、学校教育に支障のない範囲で一
般市民にも開放できると定めています。 現状、
休日は社会体育団体の利用が多く、平日は、放
課後の数時間利用することは可能です。

 公園ではボール遊びができるか。
 条例で禁止されている行為として、危険な

遊戯をすることとあり、各公園の規模や利用状
況により柔軟に判断しています。

 市内のスポーツ施設を休日など空きがあ
る場合に限り、一般開放するようなことはで
きないか。

 現在、各スポーツ団体が大会や練習の予約
を入れており、休日の空きは、ほとんどない状
況です。　

 子どもの遊び場として屋内施設はあるのか。
 子育て支援センターが市内に６か所あり、

乳幼児を対象に親子で利用できます。また児童
館が市内に４か所あり、乳幼児から中学生まで
利用できます。

昔より今は子どもの遊び場が少なくなった。
姫路市では子どもの遊び場作りに取り組んで
いた。遊び場作りは行政でもできるのでは。
ぜひ、子どもの遊び場作りについて行政と民
間が一体となり、取り組んでいくことを要望
する。

「朝日出張所跡地」について「朝日出張所跡地」について 「子どもの遊び場」について「子どもの遊び場」について
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 朝日出張所跡地を跡地等利活用方針に
沿って、公募型プロポーザル方式で民間の事
業者を応募したが、その結果は。

 応募は１者ありましたが、審査会の選定の
基準点を満たさなかったため、優先交渉権者の
決定に至りませんでした。

 民間事業者にとって制約が多く、事業を
行う魅力がなかったのではないか。今後も利
活用方針に基づいて公募をするのか。

 地域住民の意向を伺っていることもあり、令
和６年度前半に再度公募したいと考えています。

 再度公募を予定しているようだが、事業
を行うには貸付対象面積が1,400㎡と狭く、
多くの制約もある。採算ベースに合わないと
思うが、計画の見直しを考えてはどうか。

 再公募を経ても事業者決定に至らず計画を
見直す際は、公共施設マネジメント推進会議に
諮り、方向性を協議したいと考えています。

 利活用方針を策定する際に住民説明会で
様々な要望が出ていたと思うが。

 跡地に設置してほしい施設として、コミュ
ニティーセンター、地産地消の朝市のほか駐車
場等のご意見をいただきました。

 鉄輪地域には駐車場が少ないため、訪れ
ていただいた観光客を全く収容しきれていな
い。最近は、国内外からの観光客はレンタカー
での移動が多く、駐車場事情の良し悪しが観
光客の引き留めに大きなウエイトを占めてい
る。利活用方針の中にも駐車場を望む声があ
り、要望にも応えることができ、活性化にも
つながる。観光案内所を併設した市営駐車場
を整備してはどうか。

 事業者の公募にあたっては、駐車場機能も
含めた募集を行っており、再公募の状況を見て
判断したいと考えています。

 昔は近所で遊ぶ子どもたちの姿が多かっ
た。最近は少子化の影響もあり、子どもたち
の遊ぶ姿を街中で見ることが少なくなった。
コロナ禍で子どもたちの体力に悪影響が出て
いるのではないか。

 児童生徒の体力合計点は平成30年度を最
高値に、ここ数年は２ポイントほど下回ってい
る状況です。

 最近は特にボールで遊べる場所がないと
感じる。学校施設を利用することはできないか。

 規則では、学校教育に支障のない範囲で一
般市民にも開放できると定めています。 現状、
休日は社会体育団体の利用が多く、平日は、放
課後の数時間利用することは可能です。

 公園ではボール遊びができるか。
 条例で禁止されている行為として、危険な

遊戯をすることとあり、各公園の規模や利用状
況により柔軟に判断しています。

 市内のスポーツ施設を休日など空きがあ
る場合に限り、一般開放するようなことはで
きないか。

 現在、各スポーツ団体が大会や練習の予約
を入れており、休日の空きは、ほとんどない状
況です。　

 子どもの遊び場として屋内施設はあるのか。
 子育て支援センターが市内に６か所あり、

乳幼児を対象に親子で利用できます。また児童
館が市内に４か所あり、乳幼児から中学生まで
利用できます。

昔より今は子どもの遊び場が少なくなった。
姫路市では子どもの遊び場作りに取り組んで
いた。遊び場作りは行政でもできるのでは。
ぜひ、子どもの遊び場作りについて行政と民
間が一体となり、取り組んでいくことを要望
する。

「朝日出張所跡地」について「朝日出張所跡地」について 「子どもの遊び場」について「子どもの遊び場」について
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 災害時、ペットとの避難は、重要な課題
だと考える。国でも配慮すべきとの話が出て
いると思うが、ペット同伴避難所は市内にあ
るのか。また周知を行っているのか。

 令和５年度に試行的に風水害時のペット同
伴避難所を野口ふれあい交流センター体育館に
開設予定でしたが、台風の影響が小さく、開設
には至っていません。今後、災害時のペット同
伴の避難所の開設については、協議・検討中で
す。周知については、動物病院内にポスターを
掲示するほか、ホームページ等でも情報提供を
行っています。

 市の備蓄品の品種と数について。また、
家庭ではどれくらい備蓄しておけばいいの
か。さらに長期に渡る避難生活では、肺炎予
防のためにも入れ歯洗浄剤や歯磨きセット等
の口腔ケアも必要と考えるが市としてどのよ
うに考えているのか。

 市の備蓄物資は、今年度末までに納品予定
の備蓄品を含めて、アルファ化米等の主食は、
約29,000食分、みそ汁等の副食は、約26,000
食分、飲料水がペットボトル 500ｍｌ換算で約
36,000本を保有予定です。来年度以降も引き
続き、予算の範囲内で備蓄物資を年次計画にて
購入し、保有する予定です。家庭等での備蓄物
資の保管の目安については、最低３日分、可能
であれば１週間分を目標に準備することが望ま
しく、別府市防災マップや市のホームページで
の周知のほか、別府市防災フェアの開催などを
通じて備蓄物資の購入や保有をお願いしていま
す。また長期避難生活の影響により口腔ケアが
行えず、ストレス等で口腔衛生状態の悪化する
ことを想定し、感染症対策物資の１つとして、
歯ブラシ等を保有しています。

 水道は市民生活や社会経済活動に必要不
可欠なライフラインであり、地震など自然災
害、水質事故等の非常事態においても基幹的
な水道施設の安全性の確保や重要施設等への
給水確保、さらに被災した場合でも速やかに
復旧できる体制の確保等が必要である。多く
の水道網は高度経済成長期に整備され、老朽
化と耐震化の低さが問題視されており、素材
や継ぎ手部分などを強化した耐震性の高い水
道管の更新や浄水施設の耐震化が求められて
いるが、別府市の水道施設の耐震化率は。

 令和４年度末における各水道施設の耐震化
率は、導水管・送水管及び配水本管といった基
幹管路は47.0%、浄水施設99.8%、配水池が
48.7% となっています。

 給水人口の減少などで全国の水道事業の
約６割が赤字経営と言われており、人口減少
に伴い水道利用者の減少（別府市の将来推計
人口は2050年には約８万４千人）により、
耐震化向上の費用調達が厳しい状況が推測さ
れる。厳しい水道事業経営にあっても生活に
欠かせない水の安定供給という課題に向き
合っていかなければならないが、水道施設の
耐震化向上のための取組は。

 基幹管路につきましては、老朽化している
亜鉛メッキ鋼管や硬質塩化ビニル管並びに昭和
20年以前に布設された普通鋳鉄管を優先に耐
震管に布設替えを行っています。また、朝見浄
水場では２系配水地の耐震補強を行うため配水
池周辺の整備を行っており、令和10年度以降
に配水池の耐震補強を行う予定です。

厳しい水道事業経営であっても、市民に安心
安全な水を安定的に供給し、いつ起こるかも
知れない大規模自然災害等に対処できる水道
施設の耐震化を進めてほしい。

「別府市の防災」について「別府市の防災」について 「水道施設の耐震化」について「水道施設の耐震化」について
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 本市は、家庭から発生する廃食用油（てん
ぷら油）のリサイクル推進事業を行なってい
るが、回収方法と実績は。

 別府市リサイクル情報センターで、市民
持ち込みによる拠点回収を実施しており、ご家
庭で10L 以上の保管は、戸別訪問回収をしてい
ます。過去５年度分の持ち込み件数と回収量は
平均で339件、1,736L です。

 廃食用油の回収に協力するメリットは。
 ３Ｒサポーター登録後、廃食用油２L につ

き、１ポイント付与し４ポイントごとにトイ
レットペーパーと交換できるしくみです。

 廃食用油は、どのようにリサイクルされ
ているのか。

 廃油回収専門業者に引き取りを行い、有価
物として、１L 25円で売却しており、バイオ
ディーゼル燃料や飼料原料、化粧品原料等に幅
広くリサイクルされています。

 国東市では、公民館、企業、スーパーや
銀行など廃食用油の回収拠点を54カ所に増
やし、高純度のバイオディーゼル燃料を精
製している。実証実験として、ディーゼルエン
ジンを搭載した大分空港内の作業車や国東
クリーンセンターのフォークリフトに使用し
ており、二酸化炭素削減とエネルギー循環の
地域循環が図られた。他県では、災害時の
緊急車両や重機など様々な車両にも使用して
おり、発電機の燃料にもなる。一人ひとりの
意識改革やエコな取組が大事だが、廃食用油
の活用も地球温暖化防止につながる重要な活
動である。今後の廃食用油の活用の拡充につ
いての本市の考えは。

 地球温暖化をもたらす要因の一つは、廃棄
物の焼却です。リサイクル促進に向けて、より
分かりやすく、より便利に市民への意識付けが
できる広報と啓発に努めます。

 海岸埋立地に立地している別府中央小学
校は、今後数十年以内に大災害が発生される
と予測されている中、子どもたちの安全・安
心・命を守るためにも小学校の移転を考える
べきと思うが、教育委員会はどのように考え
ているのか。

 東日本大震災後に文部科学省が出した方針
に基づき、現状地での避難計画、避難訓練など
を実施しており、引き続き子どもたちがいつい
かなる状況で災害に遭遇しても自分の命を守る
行動をとれるように安全教育を徹底いたし
ます。

　３月末までに幼稚園の統廃合ビジョンを確
定する旨の報道がなされていた。しかし、い
まだ保護者をはじめ、多くの方から心配事が
寄せられている。ビジョンの内容は理解する
が、あまりにも拙速過ぎると思う。市長は、
教育委員会に対して今一度、さらなる内容の
再検討をお願いするべきと思う。統廃合につ
いては、納得できる基準を設け、子育てに大
変な苦労をしている保護者に寄り添った子育
てビジョンにしていただきたい。

「二酸化炭素削減に向けた取組」について「二酸化炭素削減に向けた取組」について 「別府中央小学校の災害対応、市立幼稚「別府中央小学校の災害対応、市立幼稚
園の統廃合問題」について園の統廃合問題」について
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 平成18年にバリアフリー法が施工され、
高齢者や障がい者の方をはじめ、誰もが安全
で快適に生活できるように施設の整備が求め
られている。別府市の市営住宅のバリアフ
リー化の取組として、手すりや入口の段差解
消の割合はどのようになっているのか。

 市営住宅のバリアフリー化への取組は、手す
り設置は100％、段差解消が98％完了してい
ます。また、住宅玄関前まで段差のないバリア
フリーの割合は、エレベータ設置の住戸577戸、
身障者対応住戸14戸を合わせ591戸で、管理
戸数2,398戸に対し、24.6％となっています。

 高齢者用の市営住宅の戸数、入居率及び
募集状況はどのようになっているのか。

 高齢者向け住宅は、西別府住宅Ｂ棟に16戸、
Ｃ棟に７戸の計23戸あります。現在、入居率
は100％で、応募倍率は令和３年度１件に対し
19倍、令和５年度１件に対し16倍の応募があ
ります。

 入居者の高齢化により、住み替えの相談
も多いと思う。相談件数と近年の実績はどの
くらいあるのか。また、住み替えの希望には
どのように対応しているのか。

 現在の住み替えの相談は19件です。近年
の住み替えの実績としましては、令和３年度に
11件、令和４年度に10件、令和５年度に13
件となっています。住み替えの希望に対しまし
ては、希望が出ている住宅が退去等で空き室
になった場合に公募とのバランスを考慮しなが
ら、住み替え希望者の意向を確認し実施してお
り、相談から住み替えまでの期間は、希望の住
宅等の条件にもよりますが、およそ１年から１
年半程度となっています。今後とも、入居者の
希望に対し、丁寧な対応に努めてまいります。

 災害避難所は、千年一日のように災害が
発生すれば避難者が体育館や公民館で雑魚寝
している。イタリアでは、地震が起きてから
数時間後にはトイレ、ベッド、キッチン、テン
トがパッケージで届き、調理人や調理実習を
受けた人が避難者に食事を提供する。旧態依
然とした避難方法を転換するために市長会と
して国に対して要望してはどうか。

 それぞれの役割があると認識しています
が、５月の大分県市長会の中で協議を進めてま
いります。

 障がい者、高齢者、妊婦や乳幼児が一般
避難所で過ごすことは困難で、福祉避難所の
整備は急務である。実相寺中央公園内に予定
しているこども公園と一体的に福祉避難所は
新設できないか。

 現在、関係機関と協議を進めています。

 東日本大震災の死者のうち、60歳以上
が全体の死者の65.2％を占め、阪神淡路大
震災では、65歳以上の高齢者が全体の約半
数を占めた。最大の要因は、家屋倒壊による
圧死である。耐震補強工事が進まない要因は
住民の高齢化と高額な自己負担額にある。大
震災では社会的に弱い立場の人が多く犠牲に
なっている。家屋の耐震補強をどのように進
めるのか。

 補助事業の周知を行い、補助金の拡充につ
いても引き続き、大分県と協議を進めてまいり
ます。

 別府市は、由布市にある取水口から21
キロ水路や水トンネルを経て、別府市に必要
な水の約70％を取水している。一方、汚水
処理は10号線５か所の中継ポンプを経て中
央浄化センターに集められる。10号線は液
状化が最も危惧される。この機会に送水路、
汚水管の強度検査をしてはどうか。

 定期的な点検を行っていますが関係機関とも
あらゆる方法で協議、検討を行ってまいります。

「市営住宅」について「市営住宅」について 「どうする別府市の防災対策」について「どうする別府市の防災対策」について
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 本市は、家庭から発生する廃食用油（てん
ぷら油）のリサイクル推進事業を行なってい
るが、回収方法と実績は。

 別府市リサイクル情報センターで、市民
持ち込みによる拠点回収を実施しており、ご家
庭で10L 以上の保管は、戸別訪問回収をしてい
ます。過去５年度分の持ち込み件数と回収量は
平均で339件、1,736L です。

 廃食用油の回収に協力するメリットは。
 ３Ｒサポーター登録後、廃食用油２L につ

き、１ポイント付与し４ポイントごとにトイ
レットペーパーと交換できるしくみです。

 廃食用油は、どのようにリサイクルされ
ているのか。

 廃油回収専門業者に引き取りを行い、有価
物として、１L 25円で売却しており、バイオ
ディーゼル燃料や飼料原料、化粧品原料等に幅
広くリサイクルされています。

 国東市では、公民館、企業、スーパーや
銀行など廃食用油の回収拠点を54カ所に増
やし、高純度のバイオディーゼル燃料を精
製している。実証実験として、ディーゼルエン
ジンを搭載した大分空港内の作業車や国東
クリーンセンターのフォークリフトに使用し
ており、二酸化炭素削減とエネルギー循環の
地域循環が図られた。他県では、災害時の
緊急車両や重機など様々な車両にも使用して
おり、発電機の燃料にもなる。一人ひとりの
意識改革やエコな取組が大事だが、廃食用油
の活用も地球温暖化防止につながる重要な活
動である。今後の廃食用油の活用の拡充につ
いての本市の考えは。

 地球温暖化をもたらす要因の一つは、廃棄
物の焼却です。リサイクル促進に向けて、より
分かりやすく、より便利に市民への意識付けが
できる広報と啓発に努めます。

 海岸埋立地に立地している別府中央小学
校は、今後数十年以内に大災害が発生される
と予測されている中、子どもたちの安全・安
心・命を守るためにも小学校の移転を考える
べきと思うが、教育委員会はどのように考え
ているのか。

 東日本大震災後に文部科学省が出した方針
に基づき、現状地での避難計画、避難訓練など
を実施しており、引き続き子どもたちがいつい
かなる状況で災害に遭遇しても自分の命を守る
行動をとれるように安全教育を徹底いたし
ます。

　３月末までに幼稚園の統廃合ビジョンを確
定する旨の報道がなされていた。しかし、い
まだ保護者をはじめ、多くの方から心配事が
寄せられている。ビジョンの内容は理解する
が、あまりにも拙速過ぎると思う。市長は、
教育委員会に対して今一度、さらなる内容の
再検討をお願いするべきと思う。統廃合につ
いては、納得できる基準を設け、子育てに大
変な苦労をしている保護者に寄り添った子育
てビジョンにしていただきたい。

「二酸化炭素削減に向けた取組」について「二酸化炭素削減に向けた取組」について 「別府中央小学校の災害対応、市立幼稚「別府中央小学校の災害対応、市立幼稚
園の統廃合問題」について園の統廃合問題」について
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 平成18年にバリアフリー法が施工され、
高齢者や障がい者の方をはじめ、誰もが安全
で快適に生活できるように施設の整備が求め
られている。別府市の市営住宅のバリアフ
リー化の取組として、手すりや入口の段差解
消の割合はどのようになっているのか。

 市営住宅のバリアフリー化への取組は、手す
り設置は100％、段差解消が98％完了してい
ます。また、住宅玄関前まで段差のないバリア
フリーの割合は、エレベータ設置の住戸577戸、
身障者対応住戸14戸を合わせ591戸で、管理
戸数2,398戸に対し、24.6％となっています。

 高齢者用の市営住宅の戸数、入居率及び
募集状況はどのようになっているのか。

 高齢者向け住宅は、西別府住宅Ｂ棟に16戸、
Ｃ棟に７戸の計23戸あります。現在、入居率
は100％で、応募倍率は令和３年度１件に対し
19倍、令和５年度１件に対し16倍の応募があ
ります。

 入居者の高齢化により、住み替えの相談
も多いと思う。相談件数と近年の実績はどの
くらいあるのか。また、住み替えの希望には
どのように対応しているのか。

 現在の住み替えの相談は19件です。近年
の住み替えの実績としましては、令和３年度に
11件、令和４年度に10件、令和５年度に13
件となっています。住み替えの希望に対しまし
ては、希望が出ている住宅が退去等で空き室
になった場合に公募とのバランスを考慮しなが
ら、住み替え希望者の意向を確認し実施してお
り、相談から住み替えまでの期間は、希望の住
宅等の条件にもよりますが、およそ１年から１
年半程度となっています。今後とも、入居者の
希望に対し、丁寧な対応に努めてまいります。

 災害避難所は、千年一日のように災害が
発生すれば避難者が体育館や公民館で雑魚寝
している。イタリアでは、地震が起きてから
数時間後にはトイレ、ベッド、キッチン、テン
トがパッケージで届き、調理人や調理実習を
受けた人が避難者に食事を提供する。旧態依
然とした避難方法を転換するために市長会と
して国に対して要望してはどうか。

 それぞれの役割があると認識しています
が、５月の大分県市長会の中で協議を進めてま
いります。

 障がい者、高齢者、妊婦や乳幼児が一般
避難所で過ごすことは困難で、福祉避難所の
整備は急務である。実相寺中央公園内に予定
しているこども公園と一体的に福祉避難所は
新設できないか。

 現在、関係機関と協議を進めています。

 東日本大震災の死者のうち、60歳以上
が全体の死者の65.2％を占め、阪神淡路大
震災では、65歳以上の高齢者が全体の約半
数を占めた。最大の要因は、家屋倒壊による
圧死である。耐震補強工事が進まない要因は
住民の高齢化と高額な自己負担額にある。大
震災では社会的に弱い立場の人が多く犠牲に
なっている。家屋の耐震補強をどのように進
めるのか。

 補助事業の周知を行い、補助金の拡充につ
いても引き続き、大分県と協議を進めてまいり
ます。

 別府市は、由布市にある取水口から21
キロ水路や水トンネルを経て、別府市に必要
な水の約70％を取水している。一方、汚水
処理は10号線５か所の中継ポンプを経て中
央浄化センターに集められる。10号線は液
状化が最も危惧される。この機会に送水路、
汚水管の強度検査をしてはどうか。

 定期的な点検を行っていますが関係機関とも
あらゆる方法で協議、検討を行ってまいります。

「市営住宅」について「市営住宅」について 「どうする別府市の防災対策」について「どうする別府市の防災対策」について
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 国は令和６年度から第９期介護保険事業
計画に向け制度の見直しとして、要介護１と
２の方の総合事業への移行や介護老人保健施
設等の多床室の室料の保険給付対象外のほ
か、ケアプランの有料化等を検討したが今回
は見送りとなったため少し安堵している。し
かし、今後も継続して検討されるため、動向
を注視していきたいと思う。次年度から３か
年にわたる別府市での第９期計画の中身は。

 これまでの基本理念である高齢者が安心
して暮らせる地域作りは変えず、今回新たに、
地域で支え合うまちの実現・健康で生きがいの
ある暮らしの実現・安心して生活できるまちの
実現を掲げ、その基本目標に基づく様々な施策
を高齢者福祉計画と共に立てました。これまで
３年ごとに見てきた内容については、大きく変
えることなく、近年の介護サービスのニーズの
動向を基に計画を立てています。

【介護認定状況について】【介護認定状況について】
 要支援１と２の総合事業の高齢者の人数

と要介護認定者の人数は。
 令和４年度は要支援１と２は、1,283人、

要介護は、5,846人です。

 要介護認定者数は著しく増加していると
いう状況ではないようだが、何か理由がある
のではないか。例えば、介護認定が必ずしも
必要とならない（日常生活支援）総合事業の
方を利用できるよう推し進めているというよ
うなことはないのか。

 介護予防・日常生活支援総合事業は対象者
として、要支援１と２の方や基本チェックリス
トにて生活機能の低下が見られた高齢者の方が
利用できます。また、この事業を受けながら要
介護認定審査することは可能であり、必要な方
には認定審査を行っています。

 認知症の方が住み慣れた地域で、尊厳と
希望をもって暮らし続けていけるよう、認知
症施策の充実が今後ますます重要になると考
える。認知症を早期に発見し、適切な治療や
支援を受けることは、症状の改善や進行を遅
らせるなど、本人の生活の質の低下を防ぎ、
また、介護する家族の負担を軽減することに
もつながる。早期発見、早期診断は極めて大
切であると考えるが、別府市においてはどの
ような取組を行っているのか。

 別府市は、社会福祉協議会に委託し、認知
症地域支援推進員を配置して認知症に関する
相談対応や地域包括支援センター、認知症初
期集中支援チームなどと連携し、早期発見並
びに支援につながるような体制づくりを行っ
ています。

 介護ケア技法ユマニチュードは、見る・
話す・触れる・立つの４つを柱にその人らし
さを取り戻す優しい認知症ケアとして注目さ
れている。全国的にもユマニチュードを取
り入れる福祉施設や病院の数は増加してお
り、自治体でも市民向けの講座を実施する動
きが広がっている。別府市においてもユマニ
チュードの普及や啓発に力を入れてみてはど
うか。

 ユマニチュードは、認知症の方の尊厳を守
り、思いやりを持って接しながら心を開いてい
く技法であり、これをベースとした様々な対応
方法はとても有効であると思います。この分野
において、進んでいるところの取組を学びなが
ら、今後研究してまいりたいと思います。

「介護保険第８期から第９期改定等」「介護保険第８期から第９期改定等」
についてについて 「認知症の施策」について「認知症の施策」について
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 別府市制施行100周年事業の中にバス
やタクシー、トラック等にラッピングをした
広報や子どもたちに土日祝日や夏休み限定
で路線バス乗り放題にしていただきたいが
見解は。

 ラッピング等の交通機関に対する広報費は
予算計上しています。バス乗り放題については
市民総参加が基本ですので、今後、実行委員会
で検討していきます。

 ひとまもりおでかけ支援事業のバス回数
券を12冊から14冊にしていただきたいが。

 路線バスの運賃の値上げ等を考慮した事業
内容を検討し、実施してまいります。

 国が令和６年４月に解禁予定の第１種運
転免許のドライバーによるライドシェア事業
についてその内容は。

 浜脇温泉発で東別府駅、ゆめタウン、秋葉
通り、松原公園経由で終点が浜脇温泉の定時
定路線で１乗車300円以下でのコミュニティ
タクシーによる運行です。出発時間は８時から
12時までとし、10人乗りの一般車両と車いす
やストレッチャーを載せることができる電動リ
フト付きの福祉車両を30分ごとに交互に運行
します。車両は別府市が所有し、運行管理や整
備管理の委託については、先進自治体を参考に
取り組みます。乗降場所についてはアンケート
調査から利用車の要望に沿ったものになってお
り、事故の対応や装備品のカーナビやタブレッ
ト、ドライブレコーダーやＳＯＳの警告標示板
などについても今後、先進自治体の事例を参考
にしたいと考えております。

 令和６年度に計画している今後の事業は。
 ６月より南部地区、10月を目途に北部地

区の移動手段を確保します。また、昨年より取
り組んでいる扇山地区におけるラストワンマイ
ルの移動手段の確保を公共交通事業者や自治会
等と協議を進めていきます。

 大型商業施設について、卸売・小売業事
業所の平成14年から平成28年にかけての
減少率は、大分県がマイナス率25.2％、別
府市は33.0％である。現在、別府市はオー
バーストアの状態であり、商店街は瀕死の状
態だ。本年度、流通や消費の調査をしたとの
ことだが、調査結果を踏まえて商店街が賑わ
う施策に取り組んでほしいが見解は。

 市内事業者を対象とした流通調査や、個人
を対象とした消費行動調査の結果を商店街の皆
様と共有し、また、今後においても商店街のみ
ならず、地元の中小企業振興のための施策に取
り組んでまいります。

 春木川公園と上人ヶ浜公園について、そ
れぞれいつできるのか。

 ２つの公園については、それぞれ事業者と
協議を進めている状況です。

 市民や地域住民には説明しないのか。
 ホームページ等で計画を情報発信する予定

です。

 丁寧な説明が必要であると考える。詳細
設計ができると分かるとされていた駐車場や
利用時間、市民の利用できるスペースのほか、
希少動物・伐採樹木・遊歩道など様々な問題
があると思う。ぜひ丁寧に説明を行い、必要
であれば変更することが望ましいと考える。
上人ヶ浜には我々の先祖が守り続けてきた別
府市唯一の原生林であり、希少植物も自生し
ているところでもある。生活環境課が看板を
立て、希少植物・樹木の保護をお願いしたい。

 希少動物・植物に配慮して計画しています。

「公共交通」について「公共交通」について 「公園行政等」について「公園行政等」について
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 別府市制施行100周年事業の中にバス
やタクシー、トラック等にラッピングをした
広報や子どもたちに土日祝日や夏休み限定
で路線バス乗り放題にしていただきたいが
見解は。

 ラッピング等の交通機関に対する広報費は
予算計上しています。バス乗り放題については
市民総参加が基本ですので、今後、実行委員会
で検討していきます。

 ひとまもりおでかけ支援事業のバス回数
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内容を検討し、実施してまいります。

 国が令和６年４月に解禁予定の第１種運
転免許のドライバーによるライドシェア事業
についてその内容は。

 浜脇温泉発で東別府駅、ゆめタウン、秋葉
通り、松原公園経由で終点が浜脇温泉の定時
定路線で１乗車300円以下でのコミュニティ
タクシーによる運行です。出発時間は８時から
12時までとし、10人乗りの一般車両と車いす
やストレッチャーを載せることができる電動リ
フト付きの福祉車両を30分ごとに交互に運行
します。車両は別府市が所有し、運行管理や整
備管理の委託については、先進自治体を参考に
取り組みます。乗降場所についてはアンケート
調査から利用車の要望に沿ったものになってお
り、事故の対応や装備品のカーナビやタブレッ
ト、ドライブレコーダーやＳＯＳの警告標示板
などについても今後、先進自治体の事例を参考
にしたいと考えております。

 令和６年度に計画している今後の事業は。
 ６月より南部地区、10月を目途に北部地

区の移動手段を確保します。また、昨年より取
り組んでいる扇山地区におけるラストワンマイ
ルの移動手段の確保を公共交通事業者や自治会
等と協議を進めていきます。

 大型商業施設について、卸売・小売業事
業所の平成14年から平成28年にかけての
減少率は、大分県がマイナス率25.2％、別
府市は33.0％である。現在、別府市はオー
バーストアの状態であり、商店街は瀕死の状
態だ。本年度、流通や消費の調査をしたとの
ことだが、調査結果を踏まえて商店街が賑わ
う施策に取り組んでほしいが見解は。

 市内事業者を対象とした流通調査や、個人
を対象とした消費行動調査の結果を商店街の皆
様と共有し、また、今後においても商店街のみ
ならず、地元の中小企業振興のための施策に取
り組んでまいります。

 春木川公園と上人ヶ浜公園について、そ
れぞれいつできるのか。

 ２つの公園については、それぞれ事業者と
協議を進めている状況です。

 市民や地域住民には説明しないのか。
 ホームページ等で計画を情報発信する予定

です。

 丁寧な説明が必要であると考える。詳細
設計ができると分かるとされていた駐車場や
利用時間、市民の利用できるスペースのほか、
希少動物・伐採樹木・遊歩道など様々な問題
があると思う。ぜひ丁寧に説明を行い、必要
であれば変更することが望ましいと考える。
上人ヶ浜には我々の先祖が守り続けてきた別
府市唯一の原生林であり、希少植物も自生し
ているところでもある。生活環境課が看板を
立て、希少植物・樹木の保護をお願いしたい。

 希少動物・植物に配慮して計画しています。

「公共交通」について「公共交通」について 「公園行政等」について「公園行政等」について

市民クラブ
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別府市議会
議会見学について

議会運営委員会（６名）

３月定例会において、下記のとおり選任
されました。

所管事項
市議会の円滑な運営を図るため、議事の
運営、その他必要な事項を協議します。

委員名
◎吉冨英三郎　　〇三重　忠昭
　森　　裕二　　　小野　佳子
　安部　一郎　　　野口　哲男

（◎委員長　 〇副委員長、議席番号順）

厚生環境教育委員会　市内視察

◆日付
令和６年２月６日（火）

◆調査項目
学校における給食の児童への受渡しや提供体制
等について

閉会時に先進地視察をはじめ、幅広い分野で
調査、研究を行いました。

総務企画消防委員会　市内視察

◆日付
令和６年２月21日（水）

◆調査項目
防災に関する施設や備蓄品の管理方法及びマン
ホールトイレ等に関することについて

別府市議会では、閉会時に議会見学
を実施しております。

見学を希望される方は、別府市議会
ホームページからご希望の見学日の１か
月前までに申込みください。

閉会時の取組
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請願・陳情
どなたでも市議会に請願・陳情すること

ができます。請願とは、国や県・市に対し
要望や意見を述べることをいいます。別府
市議会に請願書を提出するには別府市議会
議員の紹介が必要になります。
詳しくは別府市議会ホームページをご覧

いただくか、議会事務局までお問合せくだ
さい。
なお、令和６年第２回定例会の請願の受

付期限は５月24日（金）17時までです。

※日程は変更することがあります。

令和６年令和６年
第２回市議会定例会第２回市議会定例会
会期日程（予定）会期日程（予定）

議会改革推進研究会・広報広聴委員会
合同視察

◆日付
令和６年２月８日（木）９日（金）

◆調査項目
鳥取市：障がい者に配慮した議会中継等の議会
改革に関する取組について
下関市：議会におけるバリアフリー等整備につ
いて

広報広聴委員会　県内視察

◆日付
令和６年１月22日（月）

◆調査項目）
議会モニター制度及び議会広報に関することに
ついて

広報広聴委員会　県内視察及び議会改革推
進研究会・広報広聴委員会合同視察について
は、詳細をホームページに掲載しています。

令和６年２月27日（火）にハラスメント
防止研修を実施しました。

別府市議会ハラスメント防止研修
について

６月７日 議案上程

14日 議案質疑・委員会付託

17日 常任委員会審査

18日～ 20日 一般質問

21日 一般質問（予備日）

25日 各常任委員会委員長報告、
討論、表決
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、
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明
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w
w
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に
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入
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さ
い
。

（
ま
た
、
全
日
程
終
了
後
、
概
ね
１
週

間
後
か
ら
約
２
年
間
録
画
中
継
を
放

映
し
て
い
ま
す
。）

※
議
会
中
継
は
公
式
記

録
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

公
式
記
録
は
本
会
議
後

に
調
製
す
る
会
議
録
と

な
り
ま
す
。

編
集
後
記

採決とは、本会議や委員会で、議員の賛否の意思表示を求めることをいいます。
本会議は原則、起立採決ですが、起立せずに異議の有無を確認する簡易採決の
ほか、無記名投票や記名投票による採決があります。

採択は、市民から提出された請願や陳情について、
これを肯定する議会の意思決定を採択、否定する
意思決定を不採択といいます。

採決と採択の違いとは？
採 決

採 択


